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平
成
29
年
度

　

林
務
課 

予
算
の
概
要

　

県
内
民
有
人
工
林
約
22
万
ha
の
う
ち
、
伐
採
・
利
用
が

可
能
と
さ
れ
る
46
年
生
以
上
の
森
林
が
約
15
万
ha
と
69
％

を
占
め
る
な
ど
、
森
林
資
源
の
成
熟
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
兵
庫
の
林
業
振
興
は
、
木
材
と
し
て
の
活

用
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
の
２
本
柱
で
推
進
し
ま

す
。
発
電
燃
料
な
ど
の
需
要
に
も
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

林
内
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
県
産
材
を
利
用
し
た
木
造
住
宅
の
建
設
を
促

す
特
別
融
資
も
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
異
常
な
降
雨
の
発
生
が
増
加
し
て
お
り
、
県
土

の
7
割
を
占
め
る
森
林
で
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
や
、

水
源
涵
養
、
土
砂
流
出
防
止
な
ど
の
公
益
的
機
能
の
維
持

に
懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。
木
材
生
産
や
森
林
整
備
の
促

進
に
加
え
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
野
生
鳥
獣
対
策
を
含
め
て

幅
広
く
森
林
に
関
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
29

年
4
月
に
県
立
森
林
大
学
校
を
開
設
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
農
林
水
産
業
対
策
補
正
予

算
を
活
用
し
て
、
地
域
材
の
競
争
力
強
化
に
向
け
、
原
木

供
給
す
る
た
め
の
間
伐
、
林
内
路
網
整
備
、
木
材
加
工
流

通
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

１
．
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

⑴
多
様
な
森
林
の
整
備

　

人
工
林
の
う
ち
、
育
成
単
層
林
に
つ
い
て
は
、
気

象
災
害
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
間
伐
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
形
や
地
質
等
に
よ
り
条
件
の
悪
い
森
林

に
つ
い
て
は
、
針
広
混
交
林
化
や
天
然
林
へ
と
誘
導

す
る
等
、
多
様
な
森
林
の
整
備
を
図
る
。

◦
地
域
森
林
計
画
策
定
事
業�

１
１
，
１
７
２
千
円

◦
造
林
事
業�

９
４
２
，
０
０
０
千
円

◦
緊
急 

間
伐

　

６
８
５
，６
０
０
千
円
の
内
数（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）

◦
重
要
水
源
林
機
能
高
度
化
事
業�

�

２
２
，
０
０
０
千
円

⑵
施
業
集
約
化
の
促
進

　

森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
経

営
計
画
の
作
成
や
森
林
境
界
の
明
確
化
等
を
支
援
す

る
。

◦
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

�

１
０
５
，
９
６
１
千
円

⑶
生
産
基
盤
の
整
備

　

㈿
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
製
材
工
場
等
に

必
要
な
２
６
０
千
㎥
／
年
の
原
木
に
加
え
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
の
燃
料
用
と
し
て
見
込
ま
れ
る

１
７
０
千
㎥
／
年
を
合
わ
せ
た
４
３
０
千
㎥
／
年
の

原
木
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
基
盤
を

整
備
す
る
た
め
、
森
林
施
業
の
団
地
化
、
林
内
路
網

の
整
備
、
及
び
機
械
化
な
ど
を
支
援
す
る
。

◦
緊
急 

林
内
路
網
整
備

　

６
８
５
，６
０
０
千
円
の
内
数（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）

◦
森
林
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

�

１
０
０
，
４
９
４
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
（
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
資
金
）

�

１
０
０
．
０
０
０
千
円

◦
緊
急 

高
性
能
林
業
機
械
等
導
入

　

６
８
５
，６
０
０
千
円
の
内
数（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）（
再
掲
）

⑷
林
業
技
術
の
普
及

　

林
業
普
及
指
導
員
に
よ
る
林
業
技
術
の
普
及
指
導

活
動
や
高
性
能
林
業
機
械
等
の
林
業
技
術
研
修
、
指

導
林
家
等
・
山
村
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
を
通
じ
て
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
を
育
成
す
る
。
ま
た
、
市
町

村
森
林
整
備
計
画
や
森
林
経
営
計
画
の
作
成
実
行
を

技
術
面
で
市
町
を
支
援
す
る
「
地
域
森
林
総
合
監
理

士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）」
を
育
成
す
る
。

◦
林
業
技
術
普
及
費�

４
，
５
３
９
千
円

２
．
林
業
の
担
い
手
の
育
成

⑴
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
の
開
校

　

森
林
経
営
か
ら
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
獣
害
対
策
に
至

る
ま
で
、
森
林
に
関
わ
る
人
材
を
幅
広
く
育
成
す
る

た
め
、
森
林
・
林
業
の
専
門
知
識
や
技
術
を
修
得
す

凡　

例

　
　

：
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
県
事
業
名
）

　
　

：
平
成
28
年
度
県
補
正
予
算
措
置
分

補緊急

低コスト原木供給団地のイメージ

作業道 
高性能林業機械等 

低コスト原木供給団地

木材センター・木材市場等へ 
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る
関
西
発
の
専
修
学
校
と
し
て
、
県
立
森
林
大
学
校

を
開
校
す
る
。

　

ま
た
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
に
対
し
て
給
付
金
を

交
付
す
る
。

【
新
】
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
開
設
事
業
費

�

１
４
０
，
１
７
６
千
円

【
新
】
緑
の
青
年
就
業
準
備
給
付
金

�

３
０
，
０
０
０
千
円

⑵
林
業
事
業
体
の
確
保
・
育
成

　

収
益
性
の
高
い
低
コ
ス
ト
林
業
経
営
モ
デ
ル
の
確

立
に
向
け
、
林
業
事
業
体
に
お
け
る
経
営
者
、
森
林

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
現
場
技
能
者
の
能
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
林
業
労
働
者
の
就
労
環
境
の
改
善
、
労

働
安
全
衛
生
の
向
上
を
図
る
。

◦
林
業
三
つ
星
経
営
体
育
成
事
業�
３
，
４
０
６
千
円

◦
林
業
労
働
力
育
成
対
策
事
業�
１
，
１
４
８
千
円

⑶
森
林
組
合
の
育
成

　

森
林
組
合
の
事
業
活
動
を
強
化
し
、
中
核
的
担
い

手
と
し
て
育
成
す
る
た
め
、
利
用
事
業
の
展
開
や
経

営
改
善
な
ど
自
主
的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援
や
、
合

併
等
の
促
進
に
よ
る
経
営
基
盤
と
専
門
家
が
行
う
役

職
員
研
修
に
よ
る
執
行
体
制
の
強
化
を
図
る
。

◦
森
林
組
合
等
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業

�

２
，
２
２
６
千
円

◦
森
林
組
合
機
能
強
化
資
金
貸
付
金

�

４
０
０
，
０
０
０
千
円

⑷
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

　

林
業
・
木
材
産
業
事
業
体
に
対
し
て
、
低
利
・
無

利
子
の
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
及
び

木
材
産
業
の
健
全
な
発
展
、
木
材
生
産
及
び
流
通
の

合
理
化
の
促
進
を
図
る
。

◦
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

�

１
５
０
，
０
０
０
千
円

◦
林
業
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業�

９
６
８
千
円

◦
木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金

�

６
０
０
，
０
４
０
千
円

◦
特
用
林
産
振
興
事
業�

２
５
０
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
（
製
材
用
原
木
の
取
扱
に
係
る
運
転
資
金
）

�

１
０
０
，
０
０
０
千
円
（
再
掲
）

３
．
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
と
利
用
拡
大

⑴
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備

　

品
質
向
上
や
供
給
体
制
の
確
立
に
向
け
た
木
材
加

工
流
通
施
設
の
整
備
や
普
及
活
動
等
を
行
い
、
原
木

の
安
定
供
給
及
び
利
用
体
制
の
確
立
を
図
る
。

◦
緊
急 

木
材
加
工
流
通
施
設
整
備

　

６
８
５
，６
０
０
千
円
の
内
数（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）（
再
掲
）

◦
林
業
構
造
改
善
事
業�

７
７
，
０
０
０
千
円
の
内
数

◦
県
産
木
材
供
給
体
制
整
備
事
業�

５
０
０
千
円

⑵
県
産
木
材
の
利
用
拡
大

①
公
共
施
設
等
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

　

�　

展
示
効
果
が
見
込
め
る
公
共
施
設
等
の
木
造
化
、

木
質
化
を
進
め
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成

板
）
やT

ajim
aT
A
PO
S

（
高
強
度
梁
桁
仕
口
）

等
の
新
た
な
木
材
利
用
技
術
を
普
及
啓
発
す
る
。

②
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
設
促
進

　
�　

長
期
固
定
で
低
利
な
融
資
制
度
（
年
利
率
０
・

８
％
）
に
よ
る
県
産
木
材
利
用
住
宅
の
建
設
促
進

を
図
る
。

◦
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
事
業

　

�T
ajim
aT
A
PO
S

技
術
を
活
用
し
た
住
宅
へ
の
融
資

額
の
拡
充（
Ｈ
28
～
）�

２
５
，９
３
３
，３
２
０
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
住
宅
建
設
促
進
事
業

�

１
，
６
２
０
千
円

③
県
産
木
材
の
新
た
な
用
途
開
拓

　

�　

内
装
材
や
仕
切
り
家
具
な
ど
、
従
来
、
県
産
木

材
が
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
で
の
需
要
検
討

や
製
品
開
発
を
進
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
市
場
等
に
お
け
る
県
産
木
材
の
利
用
促
進

を
図
る
。

◦
技
術
を
活
か
し
た
県
産
木
材
製
品
開
発
推
進
事
業

�

４
，
７
６
５
千
円

④
県
産
木
材
利
用
啓
発
活
動
の
展
開

　

�　

県
産
木
材
を
使
用
し
た
木
製
学
習
机
を
提
案
す

る
ほ
か
幼
稚
園
・
保
育
園
等
で
の
「
木
育
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
実
施
す
る
。
ま
た
、「
木
の
匠
」
登
録

制
度
の
普
及
、
及
び
住
宅
コ
ン
ペ
に
よ
る
優
れ
た

木
造
住
宅
の
顕
彰
に
よ
る
工
務
店
の
県
産
木
材
利

用
意
欲
の
喚
起
を
図
る
。

◦
暮
ら
し
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
運
動
推
進
事
業

�

１
，
４
５
０
千
円

�

う
ち 

木
製
用
品
利
用
拡
大　

６
０
０
千
円

�

う
ち 

木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン　
　

８
５
０
千
円

◦
森
か
ら
ま
ち
へ
木
材
利
用
促
進
事
業�

１
９
３
千
円

⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

　

�　

未
利
用
間
伐
材
等
の
収
集
機
械
、
チ
ッ
プ
加
工

施
設
、
木
質
資
源
利
用
ボ
イ
ラ
ー
施
設
導
入
の
ほ

か
、
未
利
用
材
を
仕
分
け
・
ス
ト
ッ
ク
す
る
山
土

場
整
備
、
購
入
資
金
等
に
対
し
て
支
援
す
る
。

◦
バ
イ
オ
マ
ス
ヤ
ー
ド
整
備
事
業�

３
，
６
０
０
千
円

◦
林
業
構
造
改
善
事
業

�

７
７
，
０
０
０
千
円
の
内
数
（
再
掲
）

◦
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業 

　

�（
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
用
木
材
の
取
扱
に
係
る
運
転

資
金
）�

１
０
０
，
０
０
０
千
円
（
再
掲
）

⑥
Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
型
先
駆
的
モ
デ
ル
建
築
の
推
進

　

�　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
活
用
・
普
及
に
よ
る
新
た
な
木

材
需
要
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
兵
庫
県
林
業
会
館

の
建
替
え
を
支
援
す
る
。

【
新
】Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
型
先
駆
的
モ
デ
ル
建
築
物
支
援
事
業

�

４
０
，
０
０
０
千
円

平
成
29
年
度　

林
務
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

３
１
，
３
９
２
，
１
１
１
千
円

�

（
対
前
年
度
比　

１
１
３
・
３
％
）

＋
補
正　

３
２
，
０
７
７
，
７
１
１
千
円

�

（
対
前
年
度
比　

１
１
２
・
０
％
）

⎝⎛

（3） 平成29年6月30日



平
成
29
年
度

　

治
山
課 

予
算
の
概
要

　

平
成
28
年
４
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
５
」（
計
画
期
間
Ｈ
28
～
Ｈ
37
）
が
策
定
さ
れ
、
２

年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
下
各
地
で
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害

に
備
え
、
計
画
的
な
治
山
ダ
ム
等
の
施
設
整
備
と
共
に
、

危
険
情
報
の
提
供
や
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
に
よ
り
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
事
業
で
は
、
原
木
供
給
団
地
等
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
幹
線
林
道
や
支
線
林
道
、
作
業
用
地
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
設
林
道
の
改
良
や
維
持

管
理
、
橋
梁
等
の
機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
の
治
山
課
の
予
算
概
要
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
治
山
事
業

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
平
成

29
年
度
は
次
の
４
つ
の
柱
に
よ
り
山
地
防
災
・
土
砂
災

害
対
策
を
推
進
す
る
。

⑴
山
地
災
害
危
険
地
区
の
整
備

　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
行
っ

て
き
た
点
検
・
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

⑵�

第
二
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画

（
平
成
26
～
30
年
度
）
等
の
推
進

ア
．
治
山
ダ
ム
の
計
画
的
な
整
備

　

�　

平
成
29
年
度
は
１
１
２
箇
所
に
お
い
て
人
家
等
保

全
対
策
の
ほ
か
、
谷
筋
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
植
林
さ

エ
．
治
山
施
設
の
維
持
・
機
能
強
化
対
策

　

�　

治
山
施
設
の
防
災
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
治
山
施
設
の
点
検
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
維
持
・
機
能
強
化
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め

の
「
治
山
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
」
策
定
し
、
計
画

的
に
補
修
等
を
実
施
す
る
。

⑶
機
能
低
下
し
た
保
安
林
の
整
備

　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
等
に
お
け
る
水
源
地
域
を
優

先
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
過
密
化
し
て
い
る
人

工
林
や
広
葉
樹
林
を
対
象
に
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

や
伐
採
木
を
利
用
し
た
土
留
工
を
設
置
す
る
。

⑷
減
災
対
策
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

ア
．
地
域
住
民
と
連
携
し
た
山
地
災
害
危
険
地
区
の
点
検

　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
を
県
Ｈ
Ｐ
「
兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
掲
載
し
て
、
危
険
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
６
月
の
「
豊
か
な
む
ら
を
災
害
か

れ
流
木
災
害
の
恐
れ
の
高
い
箇
所
に
お
い
て
、
治
山

ダ
ム
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
県
産
木
材
を

使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
用
合
板
を
導
入
し
、

県
産
木
材
の
利
用
拡
大
に
努
め
る
。

イ
．
山
腹
崩
壊
対
策

　

�　

山
腹
崩
壊
危
険
地
区
に
お
い
て
表
層
崩
壊
や
落
石

対
策
等
に
備
え
る
た
め
、
治
山
対
策
未
実
施
の
箇
所

を
優
先
的
に
土
留
工
や
落
石
防
護
工
等
の
対
策
工
事

を
実
施
す
る
。

ウ
．
地
す
べ
り
防
止
対
策

　

�　

地
す
べ
り
危
険
地
区
に
お
い
て
、
地
す
べ
り
を
は

じ
め
深
層
崩
壊
に
備
え
る
た
め
、
但
馬
地
域
を
中
心

に
集
水
井
や
ア
ン
カ
ー
等
の
地
す
べ
り
防
止
工
事
を

実
施
す
る
。

山腹崩壊地の
土留工等設置による復旧

治山ダムによる
人家等保全対策

治山ダム側面の侵食間伐木を利用した
土留工

地下水を集水する
集水井工の内部

落石防護柵工による対策
治山ダムによる
流木流出防止対策

治山ダム修繕後
下層植生が回復した

間伐林
崩壊を防止する
アンカー工

第42号 （4）兵庫の治山・林道と森林整備



ら
守
る
月
間
」
に
お
い
て
、
市
町
・
消
防
自
治
会
長

（
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
）、
山
地
災
害
情
報
協
力
員
等

と
の
合
同
に
よ
り
、
山
地
災
害
危
険
地
区
の
調
査
や

台
風
等
に
伴
う
被
災
箇
所
の
点
検
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
住
民
の
参
加
に
よ
る
「
地
域
版
防
災
マ
ッ
プ
」

の
作
成
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
土
石
流
実
験
装
置
等

を
使
用
し
た
防
災
教
室
を
県
下
各
地
で
開
催
し
、
山

地
災
害
へ
の
備
え
と
、
治
山
事
業
の
取
り
組
み
を
広

く
県
民
に
発
信
し
、
普
及
啓
発
を
図
る
。

【
治
山
事
業
費
】

公
共
治
山
事
業
費�

３
，
９
５
３
、
８
８
２
千
円

治
山
施
設
災
害
復
旧
事
業
費�

１
０
，
０
０
０
千
円

県
単
独
治
山
事
業
費�

２
６
２
，
０
０
０
千
円

県
単
独
緊
急
防
災
事
業
費�

１
，２
８
０
，０
０
０
千
円

合　

計�

５
，
５
０
５
、
８
８
２
千
円

２
．
林
道
事
業

　

低
コ
ス
ト
か
つ
安
定
的
な
原
木
生
産
体
制
を
整
備
し
、

林
業
の
収
益
性
向
上
を
目
指
す
。
平
成
29
年
度
は
、
５

つ
の
柱
に
よ
り
事
業
を
推
進
す
る
。

⑴
幹
線
林
道
の
開
設
促
進

　

�　

平
成
29

年
度
は
、

林
内
路
網

の
骨
格
と

な
る
森
林

基
幹
道
２

路
線
（
須
留
ヶ
峰
線
、
千
ヶ
峰
・
三
国
岳
線
）
及
び

森
林
管
理
道
１
路
線
（
前
地
・
カ
ン
カ
ケ
線
）
へ
の

予
算
重
点
配
分
に
よ
り
開
設
を
促
進
す
る
。
な
お
、

施
工
に
あ
た
り
自
然
環
境
へ
の
配
慮
や
、
コ
ス
ト
縮

減
に
努
め
る
。

⑵
県
産
木
材
安
定
供
給
の
た
め
の
路
網
拠
点
整
備

　

�　

幹
線
林
道

沿
線
に
お
い

て
、
林
道
か

ら
作
業
道
等

を
接
続
す
る

支
線
林
道
や

高
性
能
林
業
機
械
が
効
率
的
に
作
業
で
き
る
作
業
用

地
を
設
置
す
る
路
網
拠
点
を
４
箇
所
で
整
備
す
る
。

⑶
県
代
行
制
度
を
活
用
し
た
林
業
専
用
道
の
整
備

　

�　

過
疎
地
域
や
振
興
山
村
地
域
に
お
け
る
森
林
経
営

計
画
や
木
材
搬
出
計
画
を
踏
ま
え
、
林
業
専
用
道
の

開
設
に
よ
る
事
業
効
果
が
高
い
箇
所
に
お
い
て
平
成

30
年
度
よ
り
県
代
行
事
業
を
開
始
す
る
予
定
。
今
年

度
は
神
河
町
で
の
着
手
に
向
け
地
域
計
画
の
策
定
を

進
め
る
。

⑷
県
営
林
道
の
機
能
強
化

　

�　

車
両
の
安

全
な
通
行
を

確
保
す
る
た

め
、
巡
視
や

側
溝
清
掃
等

の
維
持
管
理

対
策
や
、
法
面
保
護
工
等
の
改
良
工
事
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
橋
梁
等
の
施
設
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
計
画

（
Ｈ
28
策
定
）
に
基
づ
き
、
施
設
の
保
全
整
備
を
計

画
的
に
進
め
る
。

⑸
市
町
営
林
道
へ
の
支
援

　

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
や
林
道
技
術
者
の
育
成

を
目
指
し
、
市
町
職
員
を
対
象
と
し
た
林
道
施
設
災
害

復
旧
事
業
基
礎
研
修
を
開
催
す
る
。
ま
た
、
市
町
が
管

理
す
る
林
道
の
橋
梁
等
の
機
能
強
化
対
策
と
し
て
、
林

野
庁
の
「
林
道

施
設
長
寿
命
化

マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
く
個
別

施
設
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
支

援
す
る
。

【
林
道
事
業
費
】

公
共
林
道
事
業
費�

７
０
１
，
３
１
３
千
円

公
共
林
道
事
業
費（
管
理
費
）�

５
４
，
６
０
３
千
円

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費�

１
４
０
，０
０
０
千
円

県
単
独
林
道
事
業
費�

３
４
０
，
４
０
０
千
円

合　

計�

１
、
２
３
６
，
３
１
６
千
円

３
．
里
山
防
災
林
整
備
（
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
）

　

里
山
防
災
林
整
備
事
業
は
、
治
山
事
業
と
同
様
、
森

林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め
、
森
林
の
防
災

機
能
の
強
化
を
図
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
、
第
2
期
計
画
に

引
続
き
、
第
3
期
計
画
と
し
て
集
落
裏
山
に
あ
る
里
山

林
の
山
地
防
災
機
能
向
上
の
た
め
、
危
険
木
伐
採
等
の

森
林
整
備
や
丸
太
柵
工
等
の
簡
易
防
災
施
設
の
整
備
を

実
施
す
る
。

（
予
算
額
等

は
豊
か
な
森

づ
く
り
課
予

算
の
概
要
参

照
）

平
成
29
年
度
年
度
治
山
課
主
な
事
業

�

６
，７
４
２
，１
９
８
千
円
（
対
前
年
比
９
６
・
５
％
）

危険箇所パトロール

森林基幹道の整備

路網拠点の整備側溝清掃による
林道の維持管理

中学校裏山の危険木伐採
林道災害対応現地研修

路網拠点を活用した
木材搬出

法面保護工の改良工事

繁茂する竹林の整備
林道災害模擬査定研修

巨木を保全した林道開設

土石流実験装置を
活用した防災教室

防災マップの作成
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平
成
29
年
度

　

豊
か
な
森
づ
く
り
課 

予
算
の
概
要

　

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
の
機
能
回
復
を
社
会
全

体
で
進
め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
新
ひ
ょ
う
ご
の

森
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
森
林
の
持
つ
防
災
機
能
強
化
を
早
期
・
確

実
に
進
め
る
た
め
に
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
た
「
災
害

に
強
い
森
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
の
保
全
・
管
理
、
森
林
病
害
虫
被
害
対

策
に
も
取
り
組
み
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
森
づ
く
り
」
を
促
進
し
ま
す
。

１
．
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
と
、
本
来
の

経
済
林
と
し
て
の
再
生
を
進
め
る
た
め
、「
新
ひ
ょ
う

ご
の
森
づ
く
り
・
第
１
期
対
策
（
平
成
14
～
23
年
）」

を
さ
ら
に
継
続
・
発
展
さ
せ
、「
公
的
関
与
に
よ
る
森

林
管
理
の
徹
底
」「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り

活
動
の
推
進
」
を
基
本
方
針
と
す
る
第
２
期
対
策
（
平

成
24
～
33
年
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

⑴
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦

　

間
伐
が
必
要
な
60
年
生
以
下
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人

工
林
に
つ
い
て
、
国
の
公
共
造
林
事
業
に
よ
る
間
伐

及
び
作
業
道
開
設
の
補
助
残
額
を
県
・
市
町
が
連
携

し
て
公
的
負
担
を
行
い
、
森
林
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

◦
「
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦
」
推
進
事
業

�

８
６
，
５
７
４
千
円

　
［
間
伐
：
６
，
２
０
０
ha　

作
業
道
：
70
㎞
］

◦
く
ら
し
を
支
え
る
森
づ
く
り
事
業

�

２
２
，
５
５
０
千
円

⑵
里
山
林
の
再
生

　

地
域
住
民
等
に
よ
る
里
山
林
整
備
活
動
及
び
必
要

な
資
機
材
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
健
全
な

森
林
へ
の
誘
導
を
図
る
。

◦
住
民
参
画
型
里
山
林
再
生
事
業
［
２
８
０
ha
］

�

８
，
９
２
５
千
円	

⑶
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
推
進

　

県
民
に
森
林
へ
の
関
心
や
保
全
の
大
切
さ
を
普
及

し
、
さ
ら
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
け
る
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

◦
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」
の
開
催

�

１
，
０
０
０
千
円  

◦
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催	

�

７
７
６
千
円

⑷
企
業
の
森
づ
く
り
の
推
進

　

企
業
・
団
体
等
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

行
う
森
林
保
全
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、（
公

社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
の
指
導
体
制
を
強
化
し
、

多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◦�

企
業
・
団
体
等
の
年
間
活
動
計
画
等
の
策
定
に
係

る
技
術
者
派
遣
、
研
修
会
の
開
催
等

�
１
，
５
３
６
千
円

⑸
森
林
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
普
及
啓
発

　

森
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
広
く
県
民
の
理
解
と
関
心
を

高
め
、
森
づ
く
り
活
動
へ
誘
う
た
め
、
森
づ
く
り
活

動
な
ど
を
体
験
す
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
森

林
環
境
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
と
都
市
住

民
の
交
流
の
場
、
親
子
・
家
族
が
身
近
に
自
然
と
触

れ
あ
え
る
場
を
提
供
す
る
。

◦
三
木
山
森
林
公
園
管
理
運
営
事
業

�

１
０
４
，
６
１
３
千
円

◦
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
管
理
運
営
事
業
［
６
公
園
］

�

１
６
９
，
０
５
８
千
円

２
．
県
有
環
境
林
の
管
理

　

乱
開
発
の
抑
制
等
に
貢
献
し
て
き
た
先
行
取
得
用
地

等
に
つ
い
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能
に
着
目
し
、
県
有

環
境
林
と
し
て
適
切
な
管
理
を
行
う
。

◦
県
有
環
境
林
管
理
事
業�

４
５
，
０
４
７
千
円

３
．
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
・
第
３
期
対
策
の
推
進

　

第
３
期
対
策
で
は
、
第
２
期
対
策
の
枠
組
は
継
続
す

る
一
方
、「
緊
急
防
災
林
整
備
（
渓
流
対
策
）」
の
対
象

箇
所
の
拡
充
や
「
都
市
山
防
災
林
整
備
」
な
ど
を
新
た

に
加
え
る
ほ
か
、
面
積
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
に
よ
り

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
展
開
す
る
。
併
せ
て
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
国
の
公
共
造
林
事
業
等
を
活
用

し
た｢

広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業｣

を
推
進
し

て
い
る
。

⑴
県
民
緑
税
充
当
事
業 

第
３
期
対
策（
Ｈ
28
～
32
年
度
）

◦
緊
急
防
災
林
整
備�

６
２
７
，
９
４
７
千
円

土留工の設置

簡易流木止め施設

第42号 （6）兵庫の治山・林道と森林整備



　

�［
斜
面
対
策
：
９
０
０
ha
、
渓
流
対
策
：
調
査
箇

所
19
箇
所
、
森
林
整
備
11
箇
所
］

◦
里
山
防
災
林
整
備�

５
０
８
，
０
０
０
千
円

　
［
基
本
計
画
調
査
２
０
０
ha
、
整
備
２
０
０
ha
］

◦
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
整
備

�

３
３
６
，
８
１
３
千
円

　

�［
計
画
調
査
設
計
２
０
０
ha
、
作
業
道
開
設
対
象

森
林
面
積
２
０
０
ha
、
広
葉
樹
植
栽
対
象
森
林
面

積
３
１
０
ha
］

◦
野
生
動
物
共
生
林
整
備�

３
１
７
，
７
０
７
千
円

　
［
基
本
計
画
調
査
３
８
０
ha
、森
林
整
備
３
８
０
ha
］

◦
住
民
参
画
型
森
林
整
備�

２
５
，
２
８
０
千
円

　
［
森
林
整
備
20‌

ha
］

◦
都
市
山
防
災
林
整
備
【
新
規
】

　
［
基
本
計
画
調
査
40‌

ha
、
森
林
整
備
40‌

ha
］ 

�

６
０
，
０
０
０
千
円

⑵
公
共
造
林
事
業
等
活
用
事
業
（
Ｈ
24
～
33
年
度
）

　

奥
地
林
な
ど
収
益
性
が
低
く
伐
採
が
進
ま
な
い
高

齢
人
工
林
を
小
面
積
で
伐
採
し
、
跡
地
に
広
葉
樹
を

植
栽
す
る
こ
と
に
加
え
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
下

刈
り
、
防
護
柵
補
修
、
補
植
を
拡
充
し
て
植
栽
地
の

維
持
管
理
を
行
い
、
山
地
災
害
を
防
止
す
る
と
と
も

に
野
生
動
物
の
生
息
環
境
に
適
し
た
広
葉
樹
林
へ
誘

導
す
る
。

◦
広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

�

１
２
，
５
１
８
千
円

　
［
更
新
伐
20‌

ha
、
作
業
道
開
設
２
㎞
等
］

　

※�

造
林
事
業
の
国
補
助
残
を
県
・
市
町
が
連
携
し

公
的
負
担

４
．
森
林
の
保
全
・
管
理

⑴
保
安
林
の
指
導
等

　

治
山
事
業
施
行
予
定
地
な
ど
の
保
安
林
指
定
を
進

め
る
と
と
も
に
、
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
に
資

す
る
保
安
林
の
森
林
施
業
の
確
保
、
標
識
設
置
や
伐

採
等
の
行
為
制
限
に
よ
り
保
安
林
の
適
正
な
管
理
、

保
全
を
図
る
。

◦
保
安
林
等
整
備
管
理
費�

１
０
，
０
４
９
千
円

⑵
無
秩
序
な
開
発
行
為
の
規
制

　

森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
地

域
森
林
計
画
対
象
森
林
に
お
け
る
、
無
秩
序
な
開
発

行
為
を
規
制
し
、
森
林
の
適
正
な
利
用
を
図
る
。

◦
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
費�

１
，
９
９
０
千
円

⑶
森
林
の
保
全

　

保
安
林
や
林
野
火
災
の
危
険
性
の
高
い
森
林
に
お

い
て
、
無
許
可
の
開
発
行
為
等
の
早
期
発
見
、
林
野

火
災
の
予
防
啓
発
等
を
目
的
と
し
て
「
森
づ
く
り
指

導
巡
視
事
務
嘱
託
員
」
を
県
民
局
・
県
民
セ
ン
タ
ー

に
配
置
し
、
森
林
の
保
全
と
管
理
を
行
う
。

◦
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
指
導
巡
視
事
業�

８
，６
２
４
千
円

５
．
森
林
病
害
虫
被
害
対
策

⑴
松
く
い
虫
被
害
対
策

①�

保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
や
地
域
経
済

上
重
要
な
松
林
を
防
除
区
域
と
定
め
、
特
別
防
除
、

地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
等
の
予
防
対
策
と
、
伐
倒
駆

除
や
造
林
事
業
（
衛
生
伐
）
の
駆
除
対
策
を
組
み
合

わ
せ
て
、
松
林
機
能
の
保
全
を
図
る
。
ま
た
、
被
害

を
受
け
に
く
い
松
林
を
造
成
す
る
た
め
、
抵
抗
性
マ

ツ
『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
10
万
本
植
栽
事
業
を
継
続

実
施
す
る
。

②�

環
境
へ
配
慮
し
た
防
除
を
推
進
す
る
た
め
、
駆
除
対

策
に
つ
い
て
は
特
別
伐
倒
駆
除
（
破
砕
）
及
び
天
敵

利
用
型
伐
倒
駆
除
（
天
敵
微
生
物
ボ
ー
ベ
リ
ア
菌
利

用
）
の
実
施
拡
大
を
行
う
。

○�

特
別
伐
倒
駆
除
：
農
薬
の
軽
減
及
び
被
害
木
再
利
用

の
た
め
、
被
害
木
を
伐
採
後
に
破
砕
・
焼
却
す
る
べ

く
、
搬
出
可
能
な
高
度
公
益
機
能
森
林
に
お
い
て
実

施
す
る
。

○�

天
敵
利
用
型
伐
倒
駆
除
：
化
学
農
薬
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
被
害
木
が
集
積
可
能
な
高
度
公
益
機
能
森
林

で
実
施
す
る
。

③�

景
観
の
保
全
が
必
要
な
箇
所
に
お
い
て
過
年
度
枯
れ

被
害
木
を
伐
倒
処
理
す
る
。

◦
予
防
対
策
（
特
別
防
除
、
地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
）

�

３
０
，
０
９
３
千
円

◦
駆
除
対
策
（
伐
倒
駆
除
、
特
別
伐
倒
駆
除
） 

�

４
９
，
０
６
６
千
円

◦
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
10
万
本
植
栽
事
業�

１
，０
８
０
千
円

◦�

森
林
病
害
虫
防
除
予
防
推
進
費
（
薬
剤
防
除
自
然
環

境
等
影
響
調
査
ほ
か
） �

２
，
１
４
９
千
円

◦
県
単
独
松
く
い
虫
被
害
等
景
観
対
策
事
業

�

１
０
，
５
５
４
千
円

⑵
ナ
ラ
枯
れ
対
策

　

県
南
東
部
を
中
心
に
被
害
が
増
加
し
て
い
る
ナ
ラ

枯
れ
に
つ
い
て
、
被
害
拡
大
防
止
に
向
け
、
発
生
先

端
地
の
市
町
や
良
好
な
環
境
を
有
す
る
森
林
を
重
点

対
策
区
域
に
指
定
し
、
被
害
木
の
伐
採
と
薬
剤
処
理

等
を
行
う
「
ナ
ラ
枯
れ
防
止
作
戦
」
を
展
開
す
る
。

◦�

そ
の
他
法
定
病
害
虫
駆
除
事
業
（
ナ
ラ
枯
れ
被
害

対
策
）�

１
９
，
７
７
２
千
円

　

�（
伐
倒
駆
除
（
く
ん
蒸
）、
噴
霧
剤
処
理
（
粘
着
剤

塗
布
）、
樹
幹
注
入
、
粘
着
シ
ー
ト
）

平
成
29
年
度 

豊
か
な
森
づ
く
り
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

１
５
、２
５
１
、６
９
１
千
円
（
対
前
年
度
比
９
８
・
３
％
）

森づくり指導巡視事務嘱託員活動
（入山者への火気取扱注意喚起）

水源かん養保安林（南あわじ市）

（7） 平成29年6月30日



平
成
29
年
度

　

鳥
獣
対
策
課 

予
算
の
概
要

野
生
動
物
被
害
防
止
総
合
対
策
の
推
進

　

地
域
の
実
状
に
応
じ
た
野
生
動
物
の
個
体
数
管
理
、
被

害
管
理
、
生
息
地
管
理
を
総
合
的
・
科
学
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る
“
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
”
に
取

組
み
、
農
林
業
や
生
活
環
境
被
害
等
の
軽
減
を
図
り
、
人

と
野
生
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
存
を
め
ざ
す
。

１
．
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
推
進

　

農
林
業
被
害
の
軽
減
と
被
害
地
域
拡
大
の
防
止
を
図

る
た
め
、
平
成
29
年
度
も
シ
カ
４
万
５
千
頭
、
イ
ノ
シ

シ
１
万
５
千
頭
の
捕
獲
目
標
を
継
続
し
、
従
来
の
市
町

に
よ
る
有
害
捕
獲
に
加
え
、
県
が
直
接
捕
獲
を
行
う
指

定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
に
よ
り
捕
獲
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
獣
害
防
護
柵
の
設
置
等
を
進
め
る
。

⑴
シ
カ
捕
獲
の
拡
大�

４
４
４
，
７
６
３
千
円

◦
シ
カ
有
害
捕
獲
促
進
支
援
事
業

�

５
５
，
０
１
３
千
円

◦
シ
カ
有
害
捕
獲
専
任
班
支
援
事
業

�

１
５
，
０
０
０
千
円

◦
狩
猟
期
シ
カ
捕
獲
拡
大
事
業

�

１
４
１
，
２
５
０
千
円

◦
市
町
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲�

１
９
７
，０
０
０
円

◦
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣
害�

２
３
，
０
０
０
千
円

◦
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
（
シ
カ
）

�

１
３
，
５
０
０
千
円

⑵
シ
カ
肉
の
流
通
促
進
と
適
正
処
理

�

５
７
，
５
６
５
千
円

　

�　

捕
獲
し
た
シ
カ
を
食
用
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
地

域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
シ
カ
肉
処

理
加
工
処
理
施
設
の
整
備
、
搬
入
・
回
収
へ
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
活
用
で
き
な
い
個
体
の
適
正
処

理
を
推
進
す
る
。

◦�

シ
カ
丸
ご
と
１
頭
活
用
大
作
戦
【
拡
充
】

�

７
，
７
５
０
千
円

◦�

移
動
式
解
体
車
等
の
導
入
支
援�

３
，
０
９
５
千
円

◦�

シ
カ
肉
処
理
加
工
施
設
の
整
備
支
援

�

２
３
，
３
６
０
千
円

◦
減
容
化
施
設
の
整
備
支
援
【
新
規
】

�

２
３
，
３
６
０
千
円

⑶
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
強
化�

８
，
２
５
７
千
円

　

�　

市
街
地
に
出
没
し
、
生
活
被
害
が
深
刻
な
地
域
に

お
い
て
、
加
害
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
活
動
等
の
支
援
を

行
う
。
ま
た
、
生
息
密
度
の
高
い
六
甲
山
、
淡
路
島

で
生
息
調
査
を
実
施
す
る
。

◦
イ
ノ
シ
シ
生
活
被
害
防
止
対
策
事
業

�

２
，７
５
７
千
円

◦�

指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
（
イ
ノ
シ
シ
）

�
５
，
５
０
０
千
円

⑷
防
護
柵
の
設
置
等
支
援�

５
５
９
，
２
５
７
千
円

◦�

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
ハ
ー
ド
）

�

５
０
９
，
２
５
７
千
円

◦
野
生
動
物
防
護
柵
集
落
連
携
設
置
事
業

�

５
０
，
０
０
０
千
円

２
．
そ
の
他
の
主
な
鳥
獣
対
策
の
推
進

�

１
１
０
，
７
３
８
千
円

　

昨
年
、
集
落
周
辺
へ
の
出
没
件
数
が
増
加
し
、
人
身

事
故
が
発
生
し
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
被
害
対
策
や

カ
ワ
ウ
の
被
害
対
策
の
強
化
を
図
る
。

◦
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
対
策
事
業
【
拡
充
】 

�

１
０
，
９
６
５
千
円

◦
サ
ル
出
没
総
合
対
策
事
業�

１
，
９
４
０
千
円

◦
特
定
外
来
生
物
被
害
対
策
事
業
等

�

９
６
，
９
９
５
千
円

◦
カ
ワ
ウ
総
合
対
策
事
業
【
拡
充
】�

８
３
８
千
円

３
．
狩
猟
後
継
者
の
確
保
・
育
成

�

１
４
，
８
３
６
千
円

　

狩
猟
者
の
高
齢
化
に
よ
り
捕
獲
従
事
者
が
不
足
す
る

中
、
狩
猟
者
の
確
保
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
携
わ
る
人
材

の
育
成
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
狩
猟
者
の
捕
獲
技
術
力

向
上
を
目
的
と
し
た
狩
猟
者
育
成
セ
ン
タ
ー
（
射
撃

場
、
研
修
棟
等
）
整
備
に
向
け
た
検
討
を
実
施
す
る
。

◦�

有
害
鳥
獣
捕
獲
狩
猟
者
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

１
２
，
１
９
６
千
円

◦�

狩
猟
後
継
者
確
保
育
成
事
業

�

６
４
０
千
円

◦�

狩
猟
技
能
向
上
促
進
事
業

【
拡
充
】�

１
，０
０
０
千
円

◦�

狩
猟
者
育
成
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
整
備
の
検
討

�

１
，
０
０
０
千
円

平
成
29
年
度　

鳥
獣
対
策
課
予
算
額

・
野
生
動
物
保
護
管
理
費�

１
，１
９
５
，４
１
６
千
円

�
(

対
前
年
度
比 

１
０
４・
６
％
）

※
イ
ラ
ス
ト
（
シ
カ
）：
兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
提
供

【狩猟マイスター育成スクール（福崎町）】

【シカ肉料理等PRイベント
「文鹿祭」（相楽園）】

シカ肉バーガー
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林
業
等
先
進
地
視
察
研
修
会愛媛

県
今
治
市
、
久
万
高
原
町

　

林
業
等
先
進
地
視
察
研
修
会
は
治
山
、
林
道
及
び
地
域

林
業
の
振
興
や
山
村
地
域
の
活
性
化
対
策
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
12
年
度
か
ら
、
当
協
会
の
ほ
か
兵
庫

県
地
域
振
興
対
策
協
議
会
、
兵
庫
県
公
有
林
野
協
議
会
の

3
団
体
が
共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
平
成
29
年
2
月
23
・
24
日
に
、
県
職

員
、
市
町
職
員
な
ど
計
27
名
が
参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
、
1
日
目
が
愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
上

の
治
山
事
業
現
場
（
平
成
28
年
度
林
地
荒
廃
防
止
工
事
現

場
）
で
、
2
日
目
は
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
の

「
久
万
広
域
森
林
組
合
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
治
市
朝
倉
上
（
笠
松
山
）
の
治
山
工
事
は
、
平
成
20

年
８
月
24
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
発
生
し
た
山
林
火
災
で

１
０
０
ha
を
超
え
る
森
林
が
焼
失
し
、
人
的
被
害
等
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
現
場
は
風
化
花
崗
岩
地
帯
で
急
峻
地
形

で
あ
る
こ
と
か
ら
公
共
治
山
事
業
に
よ
り
、
平
成
20
～
29

年
度
の
10
か
年
の
期
間
と
7
億
円
を
超
え
る
総
事
業
費
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
体
計
画
は
谷
止
工
8
基
、
山

腹
工
約
35‌

ha
、
防
火
帯
造
成
、
航
空
実
播
工
な
ど
で
、
現

在
約
90
％
の
進
捗
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
1
）

　

ま
た
、
今
治
市
朝
倉
上
水
の

上
の
平
成
28
年
度
林
地
荒
廃
防

止
事
業
の
渓
間
工
事
を
視
察
し

ま
し
た
。
本
地
区
で
は
、
愛
媛

県
森
林
組
合
連
合
会
（
木
材
加

工
セ
ン
タ
ー
）
が
開
発
し
た
木

製
残
存
型
枠
（
サ
バ
イ
バ
ル
ウ

ッ
ド
）
を
使
用
し
て
お
り
、
型

枠
撤
去
不
要
に
よ
る
省
力
化
、
作
業
の
安
全
性
を
確
保
し
、

県
産
木
材
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林

土
木
工
事
に
お
い
て
積
極
的
に
県
産
材
の
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
る
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。（
写
真
2
～
3
）

　

2
日
目
は
愛
媛
県
久
万
高
原
町
久
万
の
「
久
万
広
域
森

林
組
合
本
所
」
で
は
、
久
万
林
業
の
沿
革
、
森
林
の
状
況

や
林
業
就
業
者
の
推
移
、
素
材
生
産
等
の
ほ
か
、
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
久
万
林
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
組
合
員
の
山
林
を
預
か
り
、
集
約
的
な
森
林
整
備
を
行

い
、
計
画
的
に
木
材
生
産
を
行
う
仕
組
み
）
の
取
り
組
み

状
況
や
設
定
し
た
目
標
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。（
写
真
4
～
6
）

　

ま
た
、
本
所
か
ら
場
所
を
変

え
、
久
万
高
原
町
父
野
川
の
同

組
合
父
野
川
事
業
所
で
年
間
6

万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
生

産
量
の
大
規
模
製
材
加
工
施
設

を
視
察
し
ま
し
た
。
当
該
施
設

で
は
、
全
量
乾
燥
や
製
品
の
強

度
保
証
が
可
能
な
施
設
、
中
目
材
・
曲
が
り
材
の
活
用
方

法
と
し
て
の
集
成
材
生
産
を
目

的
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

製
材
施
設
に
材
長
の
2
％
以
下

の
矢
高
の
曲
が
り
（
３
ｍ
材
で

最
大
６
㎝
程
度
の
曲
が
り
）
に

対
応
可
能
な
カ
ー
ブ
製
材
シ
ス

テ
ム
等
を
視
察
し
ま
し
た
。（
写

真
7
～
11
）

写真1

写真２

写真３
写真６

写真10 写真８

写真11 写真９ 写真７

写真４

写真５

（9） 平成29年6月30日



昭
和
42
年
六
甲
山
系
豪
雨
災
害
50
年
行
事

六
甲
山
の
治
山
・
森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

今
年
は
、
昭
和
４２
年
豪
雨
災
害
か
ら
５０
年
を
迎
え
ま
す
。

土
砂
災
害
の
悲
惨
さ
、
怖
さ
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、「
六

甲
山
の
治
山
」
を
振
り
返
り
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
山
づ
く
り
・
森
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
5
月
13
日
（
土
曜
）
に
３
５
０
名
を
超
え
る
満
席
の

来
場
者
の
も
と
、
兵
庫
県
公
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
の
六
甲
山
に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
治
山
・
森
づ
く
り
の
推
進
と
減
災
活
動
に

つ
な
が
る
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
在
り
方
を
考
え
ま

し
た
。

２
．
主
催
者
あ
い
さ
つ

●
兵
庫
県
副
知
事　

荒
木
一
聡
氏

　

四
季
折
々
に
美
し
い
六
甲

の
森
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ

る
県
民
憩
い
の
森
だ
。
今
年

は
神
戸
開
港
１
５
０
年
、
来

年
は
県
発
足
１
５
０
年
の
節

目
だ
が
、
明
治
初
期
に
は
地

表
が
露
出
す
る
ほ
ど
の
、「
は
げ
山
」
だ
っ
た
。
こ
の
た

め
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
た
び
六
甲
山
と

向
か
い
合
い
対
策
を
し
て
き
た
。
昭
和
42
年
の
発
災
直
後

に
全
国
で
も
珍
し
い
治
山
専
門
の
事
務
所
を
設
置
し
、
植

林
や
治
山
ダ
ム
の
設
置
を
行
い
、
阪
神
間
の
市
街
地
を
守

っ
て
き
た
。
森
づ
く
り
で
は
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
や

県
民
緑
税
を
活
用
し
た
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
昭
和
42
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
50

年
、
忘
れ
な
い
、
伝
え
る
、
そ
の
経
験
を
活
か
す
事
が
大

事
。
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
山
づ
く
り
、
森
づ
く
り
人
づ

く
り
を
通
じ
て
安
全
安
心
な
兵
庫
を
築
い
て
い
く
。

●
神
戸
市
長　

久
元
喜
三
氏　

昭
和
42
年
の
豪
雨
災
害
は

92
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
出
て
、
市
ヶ
原
で
は
21
人

が
生
き
埋
め
。
当
時
私
は
、

鈴
蘭
台
に
住
み
山
田
中
学
の

2
年
生
で
、
湊
川
に
遊
び
に

来
て
い
た
が
、
神
鉄
は
不
通
と
な
り
西
宮
市
山
口
町
経
由

で
自
宅
に
帰
っ
た
記
憶
を
思
い
起
こ
す
。
昭
和
13
年
の
阪

神
大
水
害
に
比
べ
る
と
行
方
不
明
者
の
数
も
数
分
の
１
に

減
っ
た
。
神
戸
は
六
甲
山
の
荒
廃
と
戦
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
神
戸
市
草
創
期
の
市
長
は
、
六
甲
山
を
ど
う
緑
化

す
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ド
対
策
と
と
も

に
ソ
フ
ト
対
策
も
必
要
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用

し
て
普
段
か
ら
の
準
備
が
必
要
。
雨
が
降
っ
た
時
に
正
確

な
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
大
事
。
緑
滴
る
六
甲
山
も
必

ず
し
も
健
全
で
は
な
く
、
放
置
さ
れ
て
い
る
民
有
林
も
あ

る
。
人
手
が
入
ら
な
く
な
っ
て
治
水
力
の
低
下
、
ひ
い
て

は
森
林
の
荒
廃
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
六
甲
山
は
手
入
れ

を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
山
と
い
う
認
識
が
必

要
。
本
日
講
演
い
た
だ
く
先
生
方
の
お
話
を
し
っ
か
り
と

お
聞
き
し
、
課
題
に
対
す
る
対
応
を
考
え
る
機
会
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
り
、
市
民
・
企
業
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
と

連
携
し
て
災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
。

３
．
ご
来
賓

　

国
会
か
ら
衆
議
院
議
員
西
村
康
稔
氏
秘
書
、
藤
井
比
早

之
氏
秘
書
、
兵
庫
県
議
会
か
ら
藤
田
孝
夫
議
長
、
伊
藤
傑

議
員
、
森
脇
保
仁
議
員
、
関
口
正
人
議
員
、
春
名
哲
夫
議

員
、
内
藤
兵
衛
議
員
、
吉
岡
た
け
し
議
員
、
林
野
庁
治
山

課
山
地
対
策
室
佐
伯
知
広
氏
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
治

山
課
長
寺
岡
猛
氏
、（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
小
原

文
吾
氏
、
平
成
7
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
応
援
県
職
員
と

し
て
、
岐
阜
県
の
松
田
秀
明
氏
、
静
岡
県
の
藤
本
拓
也
氏
、

大
阪
府
の
寺
田
和
弘
氏
、
岡
山
県
の
金
谷
省
一
氏
、
山
口

県
の
金
子
省
一
氏
、
昭
和
42
年
災
害
、
平
成
7
年
の
災
害

時
の
応
援
県
を
代
表
し
て
三
重
県
伊
藤
克
之
氏
、
奈
良
県

坂
口
博
章
氏
、
平
成
7
年
災
害
時
の
応
援
県
を
代
表
し
て

京
都
府
坂
口
雅
夫
氏
、　

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
．
基
調
講
演

●
神
戸
大
学
名
誉
教
授　

沖
村
孝
氏

講
演
内
容

「
昭
和
42
年
災
害
と
六
甲
山
」

　

講
演
で
は
、
六
甲
山
地
は
、
平
安
時
代
か
ら
明
治
期
ま

で
樹
木
の
乱
伐
に
よ
り
荒
廃
し
、
度
重
な
る
水
害
が
発
生

し
て
い
た
こ
と
、
神
戸
開
港
と
都
市
化
に
よ
っ
て
公
共
水

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

専
門
は
防
災
工
学
、
地
盤
工

学
、
水
文
学
、
主
な
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
、
豪
雨
時
の
山
く
ず

れ
の
予
知
・
予
測
な
ど
の
研

究
。
土
木
領
域
で
は
六
甲
山
研

究
の
第
一
人
者
。
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道
の
整
備
が
急
務
と
な
り
、
明
治
26
年
か
ら
水
源
地
に
流

れ
込
む
土
砂
の
移
動
を
止
め
る
た
め
に
植
林
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
直
後
か
ら
河
川
法
・
森
林
法
・
砂
防
法
が
相
次
い
で

施
行
さ
れ
、
山
腹
工
事
や
石
積
堰
堤
、
砂
防
・
治
山
事
業

な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た
災
害
と
緑
化
の
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
。

　

ま
た
、
神
戸
の
三
大
水
害
で
あ
る
昭
和
13
年
、
36
年
、

42
年
の
土
砂
災
害
を
比
較
し
、
崩
壊
発
生
の
豪
雨
の
目
安

を
総
降
水
量
２
０
０
㎜
以
上
、
雨
の
降
り
方
が
後
方
集
中

型
で
、
降
雨
強
度
が
50
～
60
㎜
／
ｈ
、
降
雨
強
度
が
30
㎜

／
ｈ
が
3
時
間
以
上
継
続
す
る
場
合
と
分
析
し
、
特
に
昭

和
42
年
は
大
河
川
の
整
備
は
完
了
し
て
い
た
が
、
中
小
河

川
対
策
が
未
着
手
で
氾
濫
し
た
と
解
説
。

　

一
方
で
、
昭
和
13
年
災
害
で
市
街
地
に
流
れ
出
し
た
土

砂
量
は
全
体
の
８３
・
５
％
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
42
年
災
害

で
２２
・
５
％
に
留
ま
っ
た
こ
と
は
昭
和
42
年
ま
で
治
山
事

業
等
に
よ
る
山
腹
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
成
果
で
あ
り
、

対
策
を
講
じ
れ
ば
被
害
が
減
る
こ
と
を
教
示
し
た
。
昭
和

42
年
以
降
は
谷
止
工
に
よ
る
予
防
治
山
・
砂
防
ダ
ム
が
推

進
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
取
組
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
安
心

感
が
増
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
近
年
の
降
雨
の
特
徴

と
し
て
、
平
均
降
雨
量
が
90
㎜
／
ｈ
を
超
え
る
強
い
雨
が

短
時
間
に
局
所
的
に
降
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
平
成
26
年

の
六
甲
山
や
広
島
豪
雨
を
例
に
、
山
の
上
部
か
ら
崩
壊
し

て
土
石
流
の
よ
う
に
な
り
、
流
下
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
六
甲
山
の
治
山
・
森
づ
く
り
に

つ
い
て
、
森
林
は
日
常
の
備
え
が
必
要
で
治
山
・
砂
防
ダ

ム
等
に
よ
る
ハ
ー
ド
面
、
警
戒
避
難
体
制
構
築
等
ソ
フ
ト

面
に
加
え
、
市
民
は
リ
ス
ク
を
認
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

日
常
時
の
私
達
の
関
心
と
貢
献
と
連
携
が
大
き
な
減
災
力

に
な
る
と
提
案
し
た
。

５
．
現
場
か
ら
の
報
告

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
時
の
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
活

動
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
3
名
の
方

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
六
甲
治
山
事
務
所
Ｏ
Ｂ　

永
井
裕
三
氏

「
昭
和
42
年
災
害
の
復
旧
に
携
わ
っ
て
」

　

昭
和
13
年
と
昭
和
36
年
の
災
害
復
旧
を
担
当
さ
れ
た
当

時
の
六
甲
治
山
事
務
所
長
塚
本
泰
三
氏
の
部
下
と
な
り
、

昭
和
42
年
災
害
復
旧
に
従
事
。
山
腹
崩
壊
地
の
マ
サ
土
の

安
定
と
早
期
緑
化
を
図
る
た
め
に
最
適
な
工
法
は
積
苗
工

だ
と
所
長
に
厳
し
く
現
地
指
導
を
受
け
、
人
力
で
階
段
状

に
施
工
し
て
い
く
た
め
施
工
業
者
と
共
に
汗
を
流
し
、
昭

和
43
年
に
は
1
年
間
で
63
㎞
も
施
工
し
た
こ
と
な
ど
、
当

時
の
苦
労
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
42
年
災
害
調
査

の
際
、
昭
和
初
期
施
工
の
練
積
堰
堤
の
基
礎
に
水
が
ま
わ

り
非
常
に
不
安
定
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
治
山
ダ
ム
の
基

礎
を
岩
着
し
、
災
害
に
強
い
構
造
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
や
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
六
甲
治
山
事
務
所
長
と
な
り
、

生
コ
ン
工
場
が
被
災
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
え
ず
、
鋼

製
ダ
ム
で
急
遽
対
応
し
た
こ
と
な
ど
、
二
次
災
害
を
起
こ

さ
な
い
対
策
に
奔
走
し
た
経

験
を
語
っ
た
。
最
後
に
、
昭

和
42
年
と
平
成
7
年
の
2
度

に
わ
た
る
県
外
か
ら
の
応
援

と
地
域
の
協
力
に
謝
辞
を
述

べ
、
六
甲
山
麓
の
人
達
が
六

甲
山
と
共
に
安
全
安
心
に
生

活
で
き
る
こ
と
を
願
っ
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
42
年
の
災
害
復
旧
に
従

事
、
平
成
7
年
の
阪
神
大
震
災

で
は
六
甲
治
山
事
務
所
長
と
し

て
災
害
復
旧
を
陣
頭
指
揮
。
山

地
災
害
情
報
協
力
員
と
し
て
現

在
活
躍
中
。

明治34年当時の六甲・再度山
昭和42年市ヶ原の崩壊

流出土砂量比較

平成26年北六甲の豪雨

谷大臣に鋼製土留工
を説明（平成７年当時）

昭和42年青谷川氾濫 1903～1913再度山緑化工の変遷

（11） 平成29年6月30日



●
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
松
寿　

篠
島
益
夫
氏

「
六
甲
山
に
お
け
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」

　

８
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
も
現
在
32
名
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
８
０
５
本
の
植
樹
や
、
２
ha
の
間
伐
を
行
っ
て
き

た
。
世
話
役
も
10
名
体
制
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
甲
南
斜
面
の
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
内
の
東
灘
区

森
北
地
区
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
国
の
六
甲
砂
防
事
務

所
か
ら
受
託
し
、「
森

の
世
話
人　

フ
ォ
レ
ス

タ
ー
松
寿
」
と
し
て
森

林
づ
く
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
活
動
地

の
林
内
や
登
山
道
・
遊
歩
道
の
整
備
、
苗
木
を
育
て
る
た

め
の
雑
草
木
除
去
は
一
番
多
く
の
時
間
を
使
う
。

　

広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
近
隣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学

生
と
の
連
携
を
広
げ
、「
桜
回
廊
づ
く
り
」
や
ア
ジ
サ
イ

が
咲
き
蝶
が
舞
う
「
憩
い
の
森
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
む
。

一
般
市
民
の
参
加
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で
課
題

も
見
え
て
き
た
。
①
参
加
者
の
拡
大
と
人
材
確
保
②
継
続

的
な
助
成
金
の
確
保
③
次
世
代

へ
の
引
継
ぎ
で
あ
る
。
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
松
寿
は
活
動
理
念
を

「
人
を
つ
な
ぐ
、
地
域
に
つ
な

ぐ
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
」
と

し
、
３
つ
の
つ
な
ぐ
を
「
連

助
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い

る
。
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
愉

し
く
、
安
全
第
一
」。
六
甲
の
緑
が
市
民
の
「
連
助
」
で

末
永
く
継
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
防
災
士　

高
橋
実
芳
子

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

�

～
自
主
防
災
組
織
等
に
対
す
る
啓
発
の
取
組
事
例
」

　

防
災
士
は
阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
ア

ッ
プ
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
で
生
ま
れ
た
団
体
。
全

国
で
約
13
万
人
の
「
防
災
士
」
が
活
躍
中
。
防
災
士
会
は

防
災
訓
練
や
講
習
会
、
女
性
や
子
供
が
参
加
で
き
る
訓
練

な
ど
、
防
災
士
を
派
遣
し
て
地
域
の
自
主
防
災
活
動
を
支

援
し
て
く
れ
る
大
変
身
近
な
存
在
。

　

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
、「
わ
が
家
の
避
難
マ
ッ
プ
」

づ
く
り
を
支
援
し
た
例
で
は
、
講
師
の
日
程
調
整
や
地
域

の
現
地
調
査
、
地
域
に
即
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
資
料

作
成
も
こ
な
し
て
く
れ
る
。
説
明
会
の
方
法
も
、
人
数
に

応
じ
て
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
」
や
「
講
義
形
式
」
な

ど
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
開
催
方
法
を
提
案
し
て
く
れ

る
。
防
災
士
の
多
く
は
、
近
所
の
普
通
の
方
が
多
い
。
住

民
目
線
の
対
応
で
説
明
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
親
近

感
あ
る
対
話
で
住
民
に
理
解
さ
れ
や
す
い
。
今
後
も
防
災

士
会
が
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
「
行
政
と
地
域
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
に
な
る
団
体
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

５
．
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
山
づ
く
り・森
づ
く
り・人
づ
く
り
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
】

●
兵
庫
県
立
大
名
誉
教
授 

服
部
保
氏（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
）

　

①
災
害
の
風
化
②
自
助・
共

助・
公
助
③
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
各
分
野
で
の
取
組

や
課
題
を
お
聞
き
し
、今
後
に
向

け
た
提
言
に
繋
げ
て
行
き
た
い
。

※�

紙
面
の
都
合
上
、
①
～
③
個
々
の
内
容
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
各
分
野
に
お
け
る
現
在
の
取
組
】

●
六
甲
治
山
事
務
所
長　

山
田
裕
司
氏　
（
パ
ネ
リ
ス
ト
）

　

治
山
事
業
の
取
組
は
沖
村
先

生
の
講
演
の
と
お
り
。
平
成
7

年
の
震
災
で
は
大
き
な
落
石
が

特
徴
。
治
山
ダ
ム
は
５
７
１
箇

所
あ
っ
た
が
、
人
的
被
害
は
な

く
効
果
を
発
揮
。
自
助
・
共
助
と
い
う
言
葉
は
こ
の
頃
か

ら
。
山
地
災
害
危
険
地
区
を
公
表
し
、
現
在
の
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
ハ
ー
ド
整
備
と
合
わ
せ
て
ソ
フ

ト
面
の
充
実
が
必
要
。
治
山
事
業
の
効
果
を
検
証
す
る
た

め
、
山
腹
工
の
施
工
跡
地
を
平
成
29
年
に
調
査
。
44
年
前

と
比
べ
樹
木
の
現
存
量
は
大
幅
に

増
加
、
階
層
構
造
も
発
達
し
て
い

る
。
斜
面
の
安
定
化
が
進
む
一
方

で
、
強
風
や
豪
雨
に
伴
う
大
径
木

の
倒
伏
や
流
木
化
が
懸
念
さ
れ
る
、

現
存
量
の
増
加
に
伴
い
、
木
材
の

利
活
用
へ
の
展
開
も
必
要
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
松
寿
」
を

２
０
０
９
年
に
立
ち
上
げ
、
丸

5
年
間
代
表
世
話
役
を
務
め

る
。
幅
広
い
知
見
と
行
動
力
で

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
礎

を
築
く
。
3
年
前
か
ら
世
話
役

で
活
躍
中
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

東
北
の
被
災
地
や
、
熊
本
の

避
難
所
へ
の
訪
問
、
災
害
現
場

を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
見
え
て

く
る
防
災
を
学
ぶ
。
女
性
の
視

点
で
防
災
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
中
心
に
活
躍
中
。

雑草木除去作業

H26台風11号
灘区六甲山町

近隣ボランティアや学生との連携

第42号 （12）兵庫の治山・林道と森林整備



●
豊
か
な
森
づ
く
り
課
長　

山
口
和
範
氏（
パ
ネ
リ
ス
ト
）

　

平
成
16
年
台
風
で
風
倒
木
被

害
の
発
生
を
き
っ
か
け
に
「
災

害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
ス
タ

ー
ト
。
21
年
災
で
は
流
木
対
策

を
、
26
年
災
で
は
松
枯
れ
跡
地

の
機
能
強
化
対
策
を
追
加
し
事
業
を
進
め
て
い
る
。
財
源

に
は
県
民
緑
税
24
億
円
／
年
を
充
当
。
平
成
26
年
丹
波
災

害
で
事
業
効
果
の
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
斜
面
対
策
で
は

土
砂
の
流
出
量
が
8
分
の
1
に
、
渓
流
対
策
8
箇
所
で
は

流
木
・
土
石
流
の
発
生
が
無
か
っ
た
。
ま
た
、
担
い
手
対

策
も
進
め
て
い
る
。
現
在
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
２
，
０
０
０

人
（
１
９
１
団
体
）
と
な
り
、
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
も
実
施
。
企
業

の
森
づ
く
り
も
進
め
て
お
り
34
の

企
業
と
団
体
が
活
動
。
こ
う
い
う

活
動
を
今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

●
神
戸
市
危
機
管
理
室
長　

鍵
本
敦
氏
（
パ
ネ
リ
ス
ト
）

　

六
甲
山
を
背
後
に
抱
え
る
神

戸
市
は
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
は

依
然
と
し
て
高
い
。
災
害
時
の

避
難
情
報
の
発
令
や
住
民
へ
の

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
市
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
2
千
箇
所
で
、

そ
こ
に
11
万
人
が
住
ん
で
お
り
、「
ど

う
や
っ
て
伝
え
る
か
」
が
課
題
。
防
災

無
線
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、Y

ahoo

防

災
情
報
、
お
伝
え
君
（
危
険
区
域
に
立

っ
て
い
る
住
宅
へ
消
防
が
訪
問
、
登
録

し
た
お
宅
へ
自
動
電
話
が
入
る
仕
組

み
）
な
ど
様
々
な
手
段
を
使
っ
て
伝
え

て
い
る
。
2
年
前
か
ら
土
砂
災
害
に
特

化
し
た
取
組
み
も
行
っ
て
い
る
が
、
1
年
で
延
べ
65
団
体

１
４
０
０
人
の
実
績
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
。

●
山
地
災
害
情
報
協
力
員　

元
井
賢
一
氏（
パ
ネ
リ
ス
ト
）

　

山
地
災
害
情
報
協
力
員
制
度

の
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
時
だ
。
県
職
員
時
代
部
下
を

西
宮
市
仁
川
の
災
害
現
場
に
向

か
わ
せ
た
時
、
交
通
網
の
混
乱
や
迂
回
な
ど
で
情
報
収
集

す
る
だ
け
で
実
に
40
時
間
も
か
か
っ
た
。
平
成
16
年
の
台

風
の
時
は
但
東
町
の
山
が
崩
れ
て
い
る
と
協
力
員
か
ら
連

絡
が
入
っ
た
。
平
成
21
年
佐
用
町
の
災
害
で
町
職
員
の
人

員
不
足
、
技
術
者
不
足
が
問
題
化
し
た
。
当
時
２０
箇
所
ほ

ど
調
査
の
協
力
を
し
、
復
旧
工
事
の
計
画
書
作
成
も
手
伝

っ
た
。
自
主
防
災
活
動
は
幅
広
い
防
災
知
識
を
必
要
と
す

る
。
ひ
ょ
う
ご
地
域
防
災
サ
ポ
ー

ト
隊
で
は
建
築
、
砂
防
、
河
川
な

ど
多
彩
な
人
材
で
、
地
域
防
災
マ

ッ
プ
づ
く
り
の
支
援
に
参
加
し
て

い
る
。
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支

援
や
防
災
士
と
の
連
携
の
中
で
、

協
力
員
は
山
の
知
識
を
も
つ
人
材

と
し
て
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
く
。

【
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
と
め　

兵
庫
県
立
大
名
誉
教
授 

服
部
保
氏
】

　

こ
れ
か
ら
の

六
甲
山
の
日
常

時
の
備
え
と
し

て
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
充
実
に
加
え
、

山
地
防
災
エ
キ

ス
パ
ー
ト
な
ど

専
門
知
識
を
有
し
た
人
材
に
よ
る
ヒ
ュ
ウ
マ
ン
ウ
ェ
ア
の

拡
充
の
必
要
性
を
強
調
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
力
に
よ
る

減
災
活
動
が
一
層
推
進
さ
れ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

６
．
公
館
で
の
展
示

７
．
参
加
者
の
声

●�

山
の
歴
史
な
ど
が
わ
か
り
と
て
も
よ
か
っ
た
。
昔
の
災

害
な
ど
知
ら
な
い
世
代
だ
っ
た
の
で
、
今
後
に
い
か
せ

れ
ば
と
思
う
。

●�

六
甲
治
山
の
方
の
大
変
な
努
力
と
仕
事
で
六
甲
山
の
安

全
と
環
境
が
守
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。

●�

本
当
に
理
解
し
や
す
く
各
出
演
者
の
思
い
が
胸
を
打
っ

た
。

●�

次
世
代
に
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
が
重
要
と
感
じ
た
。

●�

六
甲
山
に
お
け
る
防
災
の
歴
史
と
そ
の
奥
深
さ
を
感
じ

た
。
地
域
住
民
に
よ
る
減
災
防
災
意
識
が
高
ま
れ
ば
よ

い
と
思
う
。

森林ボランティア活動

地域防災マップづくり

パネル展示

貴重資料と
六甲山３D模型展示

治山ダムの効果を
実験装置で実演

ＲＲ工法の効果実演

サンドアート動画でＰＲ
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平
成
26
年
８
月
丹
波
市
豪
雨
災
害

丹
波
市
に
お
け
る
災
害
復
旧
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

丹
波
県
民
局
丹
波
農
林
振
興
事
務
所

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
26
年
８
月
に
発
生
し
た
丹
波
市
豪
雨
災
害
を
受
け

て
県
や
市
は
、
二
次
災
害
防
止
の
た
め
、
応
急
対
策
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
災
害
発
生
か
ら
三
年
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、

そ
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

２
．
災
害
復
旧
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
８
月
策
定
の
「
平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
・
復
興
計
画
」
に
基
づ
く
治
山
、
林
道
事
業
の
災
害

復
旧
工
事
は
平
成
28
年
７
月
に
全
て
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

事
業
別
に
は
右
表
の
と
お
り
で
、
県
営
治
山
事
業
は
39

箇
所
、
市
営
に
よ
る
治
山
事
業
28
箇
所
、
林
道
事
業
７
箇

所
と
な
り
、
治
山
林
道
関
係
の
事
業
費
総
額
は
約
32
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

３
．
当
初
計
画
完
成
後
の
取
組

　

当
初
計
画
の
緊
急
的
に
防
災
機
能
を
持
た
せ
る
工
事
は
、

平
成
28
年
７
月
に
は
全
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
平
成
28
年
度
か
ら
防
災
機
能
を
よ
り
高
め
る
た

め
、
谷
止
工
、
下
流
域
の
流
路
工
や
上
流
域
の
山
腹
工
の

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
浄
光
庵
の
現
場
の
裸
地
部
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等

約
７
０
０
本
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
、
将
来
桜
の
美
し
い
山

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
工
箇

所
の
見
え
る
道
ば

た
に
は
、
災
害
の

教
訓
を
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、

柏
原
高
校
の
生
徒

が
作
成
し
た
伝
承

看
板
が
設
置
さ
れ
、

山
地
災
害
を
減
ら

す
た
め
に
森
林
と

関
わ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
．
終
わ
り
に

　

当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
災
害
復
旧
事
業
は
、
全
て
完
了

し
ま
し
た
が
、
災
害
の
傷
跡
が
全
て
癒
え
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、
こ
れ
か
ら
は
山
地
災
害
の
一

因
と
な
る
未
整
備
森
林
等
に
も
目
を
向
け
て
、
治
山
ダ
ム

や
山
腹
工
な
ど
で
山
地
、
渓
流
の
脆
弱
な
箇
所
を
補
強
し

な
が
ら
森
林
整
備
と
併
せ
て
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
、

山
地
災
害
の
未
然
防
止
を
図
り
、
県
土
の
安
全
の
確
保
を

一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

柏原高校の生徒が作成し設置された伝承看板
（丹波市市島町上竹田浄光庵地区）

裏山の崩壊により人家が被災

平成28年度 下流域に谷止工と流路工を
施工（丹波市市島町中竹田大谷地区）

平成28年度 下流域に谷止工と植栽工を
施工（丹波市市島町上竹田浄光庵地区）

山腹工により復旧
（丹波市市島町上鴨阪曼荼羅地区）

治山・林道の災害復旧事業（丹波市）
事業別 箇所数

［県営］治山事業
災害関連緊急事業等 12箇所
県単独事業 27箇所
県営小計 39箇所

［市営］治山事業
県単独補助事業 ６箇所
市単独事業 22箇所
［市営］林道事業
林道施設災害復旧事業 ７箇所
市営小計 35箇所

治山事業 67箇所
林道事業 ７箇所
合計 74箇所

第42号 （14）兵庫の治山・林道と森林整備



平
成
26
年
８
月
丹
波
市
豪
雨
災
害

復
旧
記
念
式
典　

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

丹
波
県
民
局
丹
波
農
林
振
興
事
務
所

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
26
年
８
月
に
丹
波
市
で
深
刻
な
被
害
を
生
じ
た
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
と
丹
波
市
が

一
体
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
治
山
を
は
じ
め
砂
防
、
河
川
、
道
路
、
農
地
等
の
復

旧
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
地
域
の
発
展
に
向
け
て
の
基
盤

整
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
平
成
29

年
６
月
３
日
（
土
）、
丹
波
市
立
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
丹
波
県
民
局
、
丹
波
市
の
主
催
に
よ

り
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
記
念
式
典
に
つ
い
て

　

来
賓
と
し
て
、
末
松
信
介
国
土
交
通
副
大
臣
、
兵
庫
県

治
山
林
道
協
会
会
長
で
も
あ
る
谷
公
一
衆
議
院
議
員
、
林

野
庁
猪
島
康
浩
治
山
課
長
ほ
か
国
会
議
員
、
地
元
選
出
県

会
議
員
等
が
出
席
の
も
と
、
丹
波
市
議
会
、
市
内
学
校
長
、

市
島
町
ほ
か
市
内
各
自
治
会

長
を
は
じ
め
、
総
勢
約
５
０

０
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

井
戸
敏
三
知
事
の
主
催
者

挨
拶
で
は
、
三
年
弱
で
こ
こ

ま
で
工
事
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
の
喜
び
が
、
谷
口
進
一
丹

波
市
長
か
ら
は
、
復
旧
を
契

機
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
等
か
ら
の
祝

辞
の
後
、
福
本
豊
丹
波
県

民
局
長
か
ら
の
復
旧
事
業

の
経
過
報
告
、
地
元
前
山

小
学
校
の
生
徒
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
続
き
、
井
戸

知
事
の
揮
毫
筆
に
よ
る

「
創
造
的
復
興
」
の
銘
板

の
除
幕
披
露
が
さ
れ
ま
し

た
。

３
．
災
害
土
木
展
に
つ
い
て

　

記
念
式
典
に
併
せ
て
、「
見
る
・
知
る
・
触
れ
る
災
害

土
木
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
災
害
発

生
当
時
か
ら
、
復
旧
に
い
た
る
ま
で
の
様
子
や
災
害
復
旧

か
ら
復
興
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
示
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
、
日
本
建
設
機
械
施
工
協

会
関
西
支
部
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
災
害
に
対
応
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
械
の
展
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
の
協
力
を
得
て
降
雨
体
験
装
置

「
カ
ッ
パ
く
ん
」「
土
石
流
模
型
装
置
」「
土
石
流
立
体
シ

ア
タ
ー
び
っ
く
り
館
」
の
展
示
を
し
ま
し
た
が
、
カ
ッ
パ

く
ん
、
土
石
流
模
型
装
置
の
前
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

土
砂
災
害
の
発
生
す
る
仕
組
み
や
、
治
山
ダ
ム
の
効
果
の

大
き
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
閉
会
後
に
は
、

災
害
復
旧
箇
所
の
見
学
バ

ス
ツ
ア
ー
も
実
施
さ
れ
、丹

波
市
内
の
自
治
会
長
を
は

じ
め
と
し
た
参
加
者
が
現

地
で
も
治
山
ダ
ム
、山
腹
工

の
実
際
の
様
子
を
見
て
理

解
し
て
も
ら
え
る
機
会
に

も
な
り
、有
意
義
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

主催者挨拶をする井戸敏三知事

祝辞をする
猪島康浩 林野庁治山課長

祝辞をする
谷 公一 衆議院議員

除幕された「創造的復興」の記念碑

降雨、土石流実験は
多くの人が関心を示す。

実際の現場を前に治山工事の
説明をする

（15） 平成29年6月30日



「
県
立
森
林
大
学
校
」の
授
業
風
景

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校

１
．
開
校
式
・
入
学
式

　
「
県
立
森
林
大
学
校
」
は
、
次
代
の
林
業
の
担
い
手

の
養
成
や
森
林
を
幅
広
く
学
ぶ
人
材
を
育
成
す
る
専
修

学
校
と
し
て
、
今
春
、
宍
粟
市
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
（
木
）
に
山
崎
文
化
会
館
（
宍
粟
市
）
で

開
催
し
た
開
校
式
・
入
学
式
で
は
、
今
井
敏
林
野
庁
長

官
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
か
ら
開
校
を
お
祝
い
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、
井
戸
敏
三
県
知
事
か
ら
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
森
林
大
学
校
の
機
能
向
上
に
対
し
て
、

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る

寄
附
を
頂
い
た

３
企
業
へ
の
感

謝
状
の
贈
呈
、

森
林
大
学
校
の

運
営
に
関
す
る

県
、
宍
粟
市
、

県
内
森
林
林
業

関
係
18
団
体
の

連
携
協
定
書
の

披
露
な
ど
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、

第
１
期
生
17
名

利
用
の
実
現
に
向
け
て
』
～
い
に
し
へ
の
、
人
の
う
ゑ

け
む
、
杉
が
枝
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

授
業
で
は
、
日
本
の
歴
史
と
森
林
、
木
材
利
用
の
変

遷
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、「
わ
が
国
の
森
林
の
蓄
積
は
毎

年
１
億
立
米
ず
つ
増
え
て
お
り
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
四

方
の
広
場
に
木
材
を
積
み
上
げ
た
場
合
、
毎
年
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
16
基
分
の
木
材
タ
ワ
ー
が
新
た
に
建
て
ら
れ
る

ほ
ど
の
量
で
あ
る
。
木
材
は
人
に
優
し
い
素
材
で
あ
り
、

地
方
創
生
の
た
め
に
も
木
材
を
も
っ
と
活
用
し
、
利
用

期
を
迎
え
た
森
林
資
源
を
循
環
利
用
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。」
な
ど
の
講
義
が
展
開
さ
れ
、
学
生
は
皆
熱
心
に

聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

３
．
歓
迎
ハ
イ
キ
ン
グ

　

森
林
大
学
校
で

は
、
人
材
養
成
の
方

針
の
ひ
と
つ
に
、「
地

域
貢
献
す
る
人
材
の

養
成
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
地
域
貢
献
の

た
め
に
は
地
域
を
ま

ず
知
る
こ
と
が
重
要

と
し
て
、
４
月
25
日

（
月
）
に
宍
粟
市
教

が
登
壇
し
、
代
表
し
て
長
田
伊
織
さ
ん
か
ら
、「
森
林
・

林
業
の
専
門
人
材
と
し
て
、
あ
る
い
は
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
、
活
力
あ
る
元
気
な
兵
庫
を
担
え
る
よ
う
、

２
年
間
で
様
々
な
経
験
を
積
み
、
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
い
「
誓
い
の
言
葉
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

２
．
初
授
業

　

開
校
式
・
入
学
式
の
翌
日
の
４
月
14
日
（
金
）、
記

念
す
べ
き
森
林
大
学
校
の
初
授
業
と
し
て
、
皆
川
芳
嗣

名
誉
校
長
か
ら
「『
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
林
業
・
循
環

入学式（学生登壇後の記念撮影）

皆川名誉校長による森林大学校の初授業

歓迎ハイキング（伊和神社にて）

第42号 （16）兵庫の治山・林道と森林整備



育
委
員
会
に
講
師
を
依
頼
し
、
学
校
周
辺
の
史
跡
等
を

巡
る
歓
迎
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
．
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
組
み
立
て

　

森
林
大
学
校
の
第
1
期
生
の
特
典
と
し
て
、
授
業
で

使
用
す
る
機
材
や
備
品
は
す
べ
て
新
品
で
あ
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
梱
包
を
解
い
た
り
、

組
み
立
て
た
り
な
ど
の
作
業
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
18
日
（
火
）に
は
、
実
習
で
使
用
す
る
新
品
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
組
み
立
て
作
業
を
行
い
、
機
械
の
構

造
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

５
．
安
全
教
育
の
徹
底

　

森
林
大
学
校
の
授
業
で
は
、
安
全
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
実
習
で
は
防
護

衣
及
び
保
護
具
の
着
用
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
５
月
９

日
（
火
）
に
実
施
し
た
刈
払
機
の
安
全
衛
生
教
育
に
お

い
て
も
保
護
帽
は
も
ち
ろ
ん
、
防
護
ズ
ボ
ン
、
安
全
靴
、

防
振
手
袋
を
着
用
し
、
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
10
日
（
水
）
か
ら
12
日
（
金
）
の
３
日

間
、
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
救
急
員
基
礎
講
習
、
同
養

成
講
習
を
受
講
し
、
一
次
救
命
の
ほ
か
、
骨
折
や
き
ず

の
手
当
て
な
ど
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
現
場
や
普
段

の
生
活
で
事
故

や
急
病
人
に
遭

遇
し
た
と
き
、

救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
の
正

し
い
救
命
連
鎖

の
方
法
を
学
ぶ

こ
と
で
、
安
全

意
識
の
高
揚
と

社
会
へ
の
貢
献

を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

５
．
実
習
風
景

　

４
月
27
日
（
木
）
に
、
国
見
の
森
公
園
に
お
い
て
樹

木
学
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
樹
木
医
会
兵
庫
県
支

部
に
講
師
を
依
頼
し
、
樹
木
の
標
本
を
採
取
し
た
り
、

樹
木
の
特
徴
の
解
説
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
樹
木
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
２
日

（
火
）
に
は
、
森
林

計
測
学
実
習
と
し
て
、

学
校
周
辺
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
林
に
お
い
て
、

輪
尺
や
直
径
巻
尺
に

よ
る
胸
高
直
径
の
測

定
と
、
ト
ゥ
ル
ー
パ

ル
ス
に
よ
る
樹
高
の

計
測
を
行
い
、
森
林

調
査
の
基
礎
を
学
び

始
め
て
い
ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　

今
回
は
実
習
を
中
心
に
授
業
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
木
材
物
理
学
、
森
林
生
態
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
の
講
義
も
進
め
、
森
林
林
業
の
知
識
の
習
得
も
進
め

て
い
ま
す
。
学
校
見
学
は
い
つ
で
も
歓
迎
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
森
林
大
学
校
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

チェーンソーの組み立て

日本赤十字社救急法救急員養成講習

森林計測学実習

刈払機安全衛生教育

樹木学実習

（17） 平成29年6月30日



ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化（
５
）

ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
減
少
と
絶
滅　

近
藤
伸
一

　

ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
い
う
美
し
い
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の

仲
間
が
兵
庫
県
の
西
部
か
ら
但
馬
に
か
け
て
分
布
し
て
い

ま
す
。
透
き
通
る
よ
う
な
白
い
翅
で
フ
ワ
フ
ワ
と
優
雅
に

飛
ぶ
姿
は
、
と
て
も
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
自
然
環
境
の
よ
い
集
落
周
辺
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
を
主
要
な
食
草
と
し
、
成
虫

は
年
1
回
、
5
月
上
旬
に
羽
化
し
、
6
月
に
は

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
２
０
０
０
年
頃
ま
で

は
分
布
を
拡
大
し
て
い
て
、
兵
庫
県
内
で
は

２
０
０
１
年
ま
で
に
29
市
町（
旧
市
町
）で
３
８
０

箇
所
の
生
息
地
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
息
地
で
は
多
数
が
優

雅
に
飛
び
交
い
、
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
発
生
す
る
頃
、
但
馬
は

シ
ャ
ク
の
花
が
咲
き
乱
れ
（
写
真
1
）、
ネ
ギ
ボ
ウ
ズ
や
ハ
ル
ジ
オ

ン
の
花
に
群
れ
て
い
る
風
景
は
初
夏
の
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
し
た

（
写
真
3
、
4
）。

　

と
こ
ろ
が
最
近
は
シ
ャ
ク
の
花
は
消
え
、
ゴ
ル
フ
場
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
（
写
真
2
）、
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
姿
も
見
か
け

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図1　兵庫県内におけるウスバシロチョウの分布と密度
（2013～2016）

写真１　５月の但馬はシャクの白い花で覆われていた

写真２　ほとんどの植物が消えてしまった
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ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
シ
カ
の

食
害
の
分
布
域
が
重
な
っ
て
い
る

の
で
、
過
去
の
生
息
地
を
回
っ
て

現
状
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
成
虫
の
発
生
期
間
が
5
月
に

限
ら
れ
、
調
査
す
る
個
所
数
が
多

い
の
で
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
も
調
査
に
3
年
を
要

し
ま
し
た
。
調
査
の
期
間
は
連
日

２
０
０
～
３
０
０
㎞
走
る
の
で
、

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
よ
う

な
生
活
で
、
調
査
期
間
中
に
2

度
も
車
を
こ
す
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

全
て
の
個
所
は
調
査
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

過
去
に
記
録
の
あ
っ
た
３
２
９

個
所
と
新
た
に
確
認
で
き
た
30

か
所
の
合
計
３
５
９
個
所
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
は
想
像
以
上
に
厳
し
い
も
の
で
す
。

　

以
前
並
み
の
個
体
数
が
確
認
で
き
た
の
は
17
％
（
57
個
所
）
に
過

ぎ
ず
、
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
は
48
％
（
１
５
９
箇
所
）
に
の

ぼ
り
、
残
り
の
個
所
も
絶
滅
寸
前
か
、
ま
た
は
大
幅
に
数
を
減
ら
し

て
い
ま
し
た
。（
図
1
）

　

兵
庫
県
野
生
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
作
成
の
２
０
１
０
年
時
点
に
お

け
る
下
層
植
生
衰
退
度
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
別
の
落
葉
広
葉
樹
林
の
推
定
分

布
図
（
図
2
）
と
比
較
す
る
と
、
シ
カ
の
食
害
の
激
し
い
と
こ
ろ
で

は
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
絶
滅
地
が
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
地
表
部
の
植
物
が
発
芽
し

て
十
分
に
成
長
し
な
い
う
ち
に
繰
り
返
し
採
食
さ
れ
、
植
生
は
衰
退

し
て
い
ま
す
。
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
食
草
で
あ
る
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ

ン
（
写
真
5
）
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

但
馬
海
岸
部
（
香
美
町
、
新
温
泉
町
）
は
下
層
植
生
衰
退
度
別
推

定
分
布
図
で
は
衰
退
度
0
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ

ウ
調
査
時
の
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年
の
間
に
シ
カ
の
食
害
に
よ
る

植
生
の
衰
退
は
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

兵庫県森林動物研究センター作成

図2　シカの食害による下層植生衰退度別の
落葉樹林の推定分布2010

写真４　ハルジオンが大好き

写真５　ムラサキケマン

写真３　ネギ坊主で吸蜜
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森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
９
）佐

藤
邦
夫

あ
わ
じ
花
さ
じ
き
と
そ
の
周
辺
を
歩
く

は
じ
め
に

　

淡
路
島
北
部
に
は
花
と
緑
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
園
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
自
然
の
地
形
と
景
観
を
生

か
し
た
独
自
の
も
の
で
、
特
に
、
淡
路
島
公
園
、
あ
わ
じ

花
さ
じ
き
、
淡
路
景
観
園
芸
学
校
等
は
島
の
脊
梁
部
を
走

る
１
本
の
道
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
花
さ
じ
き
周
辺
は
瀬

戸
内
海
側
と
大
阪
湾
側
を
分
け
る
脊
梁
部
に
あ
り
な
が
ら
、

広
い
台
地
状
の
地
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か

ら
開
発
が
進
み
、
森
林
だ
け
で
な
く
た
め
池
や
農
地
、
牧

場
な
ど
が
点
在
す
る
多
様
性
に
富
ん
だ
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
を
望
む
城
ノ
瀬
山
、
大
阪
湾
を

望
む
あ
わ
じ
花
さ
じ
き
、
中
間
に
あ
る
明
石
海
峡
大
橋
の

橋
脚
が
い
ず
れ
も
海
面
か
ら
約
３
０
０
ｍ
の
高
さ
で
あ
る

こ
と
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

花
さ
じ
き
周
辺
の
生
き
物

　

淡
路
島
は
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、

生
物
相
か
ら
見
る
と
南
部
の
諭
鶴
羽
山
系
は
四
国
と
の
繋

が
り
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
逆
に
北
部
は
本
州
側

と
よ
く
似
た
植
生
で
、
高
い
山
も
な
く
、
一
般
に
あ
ま
り

興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

淡
路
島
南
部
や
県
内
各
地
で
植
生
破
壊
を
も
た
ら
し
て
い

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
せ
ず
、
大
規
模
な
開
発
行
為
も
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
の
生
物
相
が
今
も
残

る
地
域
と
も
い
え
ま
す
。
た
だ
、
生
息
し
て
い
な
い
は
ず

の
イ
ノ
シ
シ
に
代
わ
り
、
牧
場
か
ら
逃
走
し
た
か
放
獣
さ

れ
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ノ
ブ
タ
と
思
わ
れ

る
獣
が
爆
発
的
に
増
殖
し
農
業
上
の
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ノ
ウ
サ
ギ
も
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
ち
ら

は
大
き
な
問
題
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
は
位

置
的
な
こ
と
か
ら
、
生
物
の
渡
り
を
比
較
的
容
易
に
観
察

で
き
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
真
っ
青
な
秋
空
に
数
十
羽

の
猛
禽
類
（
ワ
シ
や
タ
カ
の
仲
間
）
が
円
を
描
き
な
が
ら

小
さ
く
な
る
ま
で
上
が
っ
て
い
く
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
の
群
落
に
無
数
の
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
点
在
す
る
小
さ

な
池
の
中
に
は
、
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
数
十
羽
の
オ
シ
ド
リ
が
見
ら
れ
る
池
、
筆
者
が
ト

ン
ボ
の
中
で
一
番
美
し
い
と
思
う
ア
オ
ヤ
ン
マ
が
生
息
す

る
池
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
花
や
緑
の
景
観
を
テ
ー
マ
に

し
た
公
園
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
植
栽
さ
れ
た
花
や
樹

木
を
訪
れ
る
鳥
や
昆
虫
を
観
察
す
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

今
回
は
植
物
の
展
示
施
設
が
多
い
の
で
、
身
近
に
生
息

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
生
き
物
（
動
物
）
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

ヒヨドリバナの群落
城ノ瀬山山頂にある電波塔の敷地内にある
ためフェンス越しとなるが、渡り途中のア
サギマダラなど多くの昆虫が見られる。

イシガケチョウ
展翅標本のように翅を水平に広げて止ま
る。植栽されたフジバカマには本種やアサ
ギマダラなど多くのチョウが集まる。

アサギマダラ
秋に越冬のため南方へ渡っていく。兵庫県
でマーキングされたものが南西諸島で発見
されている。他県でマーキングされたもの
が台湾で捕獲された例もある。

ノスリ
（兵庫県版RDB2003　Ｃランク）
開けた農地などの上を飛翔している。トビ
より小さくホバリングをしながら滑るよう
に飛ぶのでわかりやすい。
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シュレーゲルアオガエル
（兵庫県版RDB2003　Cランク）
水田やため池の周辺で見られ土中に白い泡
状の卵塊を産む。モリアオガエルとは眼の
虹彩の色で区別できる。（本種は金色、モリ
アオガエルは赤っぽい）

ニホンイシガメ
本土側では絶滅が危惧されるほど減少して
いるが、淡路島では比較的目にすることが
できる。

ウラゴマダラシジミ
（兵庫県版RDB2012　要注目種）
ゼフィルスと呼ばれる大型のシジミチョウ
の仲間で、青白色の翅はたいへん美しいが
なかなか開いて止まらない。花壇を訪れる
こともある。

ホシミスジ
兵庫県内ではシモツケ類を食べる稀なチョ
ウだったが、今ではユキヤナギやコデマリ
などが植栽された市街地や公園で普通に見
られるようになった。

カトリヤンマ
（兵庫県版RDB2012　Ｃランク）
夕方薄暗くなると餌を求めて上へ下へとア
クロバット飛行していた姿が懐かしい。秋
になると日中池の上をホバリングしている
オスが見られるようになる。

ハネナシコロギス
コオロギとキリギリスの中間のような形態を
しているのでこの名がある。葉を糸で綴って
その中に潜む習性があり夜間活動する。

ゴマダラカミキリ
様々な広葉樹の樹皮を食べる大型のカミキ
リムシで、最近は従来の生息地より住宅地
や公園などのほうが多く見られるように
なっている。

ヨツボシトンボ
（兵庫県版RDB2012　要注目種）
古いタイプの池に多いと言われ、本土側で
は減少傾向にあるが、淡路島北部では比較
的よく見られる。近縁のベッコウトンボは
県内では絶滅したと言われている。

ノコギリクワガタ
子供たちにも人気の大型のクワガタムシ
で、植栽された外国産の樹木（写真：サト
ウカエデ）でも見られる。本土側でよく見
られるミヤマクワガタは淡路島には分布し
ていない。

ムネアカセンチコガネ
いわゆる糞虫の仲間なのに糞に集まらず生
態は謎に包まれていた。数年前、成虫、幼虫
ともに地下生菌（高級食材のトリュフなど）
を食べることが判明し注目を浴びている。

ヤブヤンマ
樹木に覆われた薄暗い池に多い。水中では
なく池畔の朽木などに産卵する。写真はコ
ンクリートに産卵を試みているところ。（結
局あきらめた）

ヒメクロゴキブリ
樹上で生活する小型のゴキブリで、屋内に
侵入することはない。庭や神社など身近に
いるにもかかわらず見かけることは少ない。
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新
緑
の
氷
ノ
山
林
道
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

平
成
15
年
秋
か
ら
、
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・
氷
ノ
山

線
」
で
実
施
し
て
い
る
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
去
る

６
月
１
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
の
方
々
を
中
心
に

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
と
兵
庫
県

治
山
課
並
び
に
兵
庫
県
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
と
の
共
催

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
春
と
秋
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
も

「
県
民
だ
よ
り
ひ
ょ
う
ご
」
等
で
募
集
を
行
い
、

５
０
０
名
を
超
え
る
応
募
者
の
中
か
ら
幸
運
に

も
抽
選
で
選
ば
れ
た
33
名
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
戸
の
林
業
会
館
前
を
８
時
に
小
型
バ
ス
２

台
で
出
発
し
、
講
師
と
し
て
植
物
や
昆
虫
に
詳

し
い
近
藤
伸
一
氏
と
佐
藤
邦
夫
氏
、
ま
た
県
治

山
課
か
ら
村
上
副
課
長
に
同
行
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
車
内
に
お
い
て
、
概
要
説
明
に
続
き
、

山
地
災
害
や
林
道
に
関
す
る
県
の
施
策
、
瀞

川
・
氷
ノ
山
林
道
周
辺
の
自
然
や
植
物
を
説
明

し
て
頂
き
、
参
加
者
の
自
然
観
察
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
帰
り
は
従
来
氷
ノ
山
工
区
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
冬
に
積
雪
が
多
く
バ
ス
が
通
れ
る

状
態
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
初
め
て
瀞
川
工
区
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。
道
の
駅
「
但
馬
蔵
」
で
朝
来
農
林
振
興

事
務
所
の
職
員
と
合
流
し
、
最
初
に
別
宮
の
八
幡
神
社
の

「
ブ
ナ
・
テ
ツ
カ
エ
デ
の
森
」
で
自
然
観
察
を
し
て
、「
別

宮
の
大
カ
ツ
ラ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
花

が
お
出
迎
え
を
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
チ
高
原
内
の
地
す
べ
り
現
場
で
、
朝
来
農
林
振
興
事

務
所
の
前
嶋
所
長
補
佐
か
ら
地
す
べ
り
の
し
く
み
や
工
事

概
要
の
説
明
を
聞
き
、
特
別
に
集
水
井
の
中
を
の
ぞ
か
せ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
質
問
を
す
る
方
や
メ
モ

を
取
る
方
、
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ハ
チ
高
原
内
で
昼
食
を
と
り
、
林
道
瀞
川
工
区

に
入
り
、「
氷
ノ
山
展
望
駅
」
か
ら
鉢
伏
山
に
登
り
ま
し
た
。

別宮の八幡神社のブナ

タニウツギ

テツカエデ別宮の棚田から望む氷ノ山

別宮の大カツラ

ハチ高原内の地すべり現場見学
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す
こ
し
曇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
山
頂
で
は
眼
下
に
は
ハ
チ

高
原
を
は
じ
め
但
馬
の
山
々
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が

ら
登
り
き
っ
た
達
成
感
は
格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

途
中
す
れ
違
っ
た
自
然
学
校
に
来
て
い
た
生
徒
は
、
気
持

ち
の
良
い
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

登
山
の
あ
と
は
「
瀞
川
平
カ
ラ
マ
ツ
並
木
駅
」
周
辺
ま

で
の
林
道
で
は
め
ず
ら
し
い
１
・
２
キ
ロ
の
直
線
コ
ー
ス

を
自
然
観
察
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
は

ち
ま
き
展
望
台
で
集
合
写
真
を
撮
り
、
朝
来
市
山
東
町
の

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」

で
休
憩
し
、
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
バ
ス
で
通
り
す
ぎ
て
い
た
林
道
を

歩
き
、
い
つ
も
と
は
少
し
違
う
行
程
に
な
り
ま
し
た
が
、

改
め
て
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周
辺
の
多
様
な
森
林
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
様
や
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
い
た
関
係
者
に
心
か

ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

おきな草（花）

おきな草（実）

チゴユリ

鉢伏山登山

鉢伏山山頂

鉢伏山山頂よりハチ北方面展望

はちまき展望台で集合写真

1.2キロの直線林道を自然観察
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編

集

後

記

　

今
年
は
昭
和
42
年
の
六
甲
山
の
豪
雨
災
害
か

ら
50
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。
六
甲
山
は
、
昭

和
13
年
、
昭
和
42
年
の
水
害
や
、
平
成
７
年
の

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
、
ま
た
、
近
年
頻

発
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
山
地
災
害
が
、
平
成

26
年
に
丹
波
市
及
び
六
甲
山
で
発
生
し
た
。

　

折
し
も
、
５
月
に
は
昭
和
42
年
災
害
50
周
年

行
事
と
し
て
「
六
甲
山
の
治
山
・
森
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
６
月
に
は
「
丹
波
市
豪
雨

災
害
復
旧
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
５
月
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
公
助
」
に
よ
る
災
害

復
旧
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
「
自
助
・
共
助
」
の
取
り
組
み
の
重
要

性
が
提
言
さ
れ
た
。

　

各
行
事
は
本
文
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
が
、
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
当
協
会
も
参

加
し
、
土
石
流
実
験
装
置
な
ど
で
山
地
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
普
及
啓
発
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

丹
波
災
害
で
は
災
害
発
生
直
後
、
丹
波
市
の

要
請
に
よ
り
現
地
調
査
、
二
次
災
害
防
止
の
た

め
の
地
域
住
民
へ
の
周
知
、
応
急
措
置
の
提
案

等
ま
た
、
林
道
災
害
の
査
定
設
計
、
実
施
設
計

の
作
成
や
工
事
の
現
場
管
理
、
補
助
県
単
治
山

事
業
の
設
計
や
現
場
管
理
等
、
微
力
な
が
ら
も

当
協
会
が
お
手
伝
い
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
災
害
の

怖
さ
を
広
く
普
及
啓
発
す
る
と
同
時
に
、
災
害

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
永
く
未
来
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

と
考
え
て
い
る
。

協
会
人
事
異
動
に
つ
い
て

冊
子
等
の
改
訂
版
の
発
刊

　

こ
の
た
び
４
月
１
日
付
け
で
、
本
協
会
の
本
所

に
事
業
課
長
と
し
て
小
西
好
仁
さ
ん
が
、
同
じ
く

西
播
磨
事
務
所
の
事
業
課
長
と
し
て
谷
本
実
さ
ん

に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
ふ
た
り
は
治

山
事
業
、
林
道
事
業
の
経
験
豊
富
な
大
ベ
テ
ラ
ン

で
あ
り
、
当
協
会
で
は
、
治
山
事
業
の
現
場
管
理

業
務
及
び
治
山
・
林
道
事
業
の
設
計
積
算
業
務
等

を
中
心
に
担
当
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
協
会
の
事
業
課
長
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
勤
務
い
た
だ
い
た
大
橋
正
行
さ
ん
、
井
脇
好
大

さ
ん
に
は
今
後
と
も
お
元
気
で
、
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

豊
か
な
森
づ
く
り
課
の
ご
協
力
を
得
て
、
森
林
の

現
況
や
森
林
林
業
の
め
ざ
す
姿
、
県
の
具
体
的
な

施
策
等
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ッ
プ
「
林
道
へ
行
こ
う
」
は
平

成
23
年
5
月
に
発
刊
し
た
も
の
を
最
新
の
情
報
に

改
訂
し
て
、
新
た
に
発
刊
し
た
も
の
で
す
。
県
下

の
森
林
基
幹
道
10
路
線
の
う
ち
開
通
し
て
い
る
林

道
を
中
心
に
、
沿
線
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
資
源
等
の
調

査
結
果
を
「
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ッ
プ
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
地
図
面
と
情
報
面
か
ら

構
成
し
て
お
り
、
見
所
を
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
で
紹

介
し
、
林
道
の
多
様
な
楽
し
み
方
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
3
月
に
冊
子
「
ひ
ょ
う
ご
の
森
林
・
林

業
」
及
び
ひ
ょ
う
ご
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ッ
プ

「
林
道
へ
行
こ
う
」
の
改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ょ
う
ご
の
森
林
・
林
業
」
は
、
兵
庫
県
の

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
県
の
林
務
課
、
治
山
課
、
鳥
獣
対
策
課
及
び

小西好仁さん

谷本実さん.

協 会 だ よ り

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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